
貯  法：室温保存

使用期限：3年（表示の使用期限を参照すること。）

カルシウム剤

日本薬局方 乳酸カルシウム水和物

【禁 忌】（次の患者には投与しないこと）
1．高カルシウム血症の患者

［症状を悪化させることがある。］
2．腎結石のある患者

［症状を悪化させることがある。］
3．重篤な腎不全のある患者

［腎不全を悪化させることがある。］

【組成・性状】
1．組 成

本品1 中 日局乳酸カルシウム水和物  含有。
2．性 状

本品は白色の粉末又は粒で、においはなく、味はわず
かに酸味がある。
本品1 は水20mLに徐々に溶け、エタノール（95）に
溶けにくく、ジエチルエーテルにほとんど溶けない。
本品は常温でやや風解し、120℃で無水物となる。

【効能・効果】
○低カルシウム血症に起因する下記症候の改善
テタニー

○下記代謝性骨疾患におけるカルシウム補給
妊婦・産婦の骨軟化症

○発育期におけるカルシウム補給

【用法・用量】
乳酸カルシウム水和物として通常成人1回1 を1日2～5回
経口投与する。
なお、年齢、症状により適宜増減する。

【使用上の注意】
1．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）

1  活性型ビタミンD製剤を服用している患者
［高カルシウム血症があらわれやすい。］
2  強心配糖体の投与を受けている患者
［強心配糖体の作用を増強するおそれがある。］
3  高カルシウム血症があらわれやすい病態の患者

2．重要な基本的注意
長期投与により血中及び尿中カルシウムが高値になる
ことがあるので、長期投与する場合には定期的に血中
又は尿中カルシウムを検査することが望ましい。
又、高カルシウム血症があらわれた場合には投与を
中止すること。

3．相互作用
併用注意（併用に注意すること）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

ジギタリス製剤
ジゴキシン
ジギトキシン

ジギタリス中毒
（不整脈、ショッ
ク）があらわれる
ことがある。定期
的にジギタリス中
毒の有無、心電図
検査を行い、必要
に応じてジギタリ
ス製剤の血中濃度
を測定し、異常が
認められた場合に
は、ジギタリス製
剤を減量若しくは
中止する。

ジギタリス製剤の
作用を増強する。

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

テトラサイクリン
系抗生物質
テトラサイクリン

テトラサイクリン
系抗生物質の作用
が減弱するおそれ
がある。同時服用
を避け、併用する
場合には、1～3時
間以上あけるなど
注意する。

カルシウムイオン
はキレート化によ
りテトラサイクリ
ン系抗生物質の吸
収を阻害する。

ニューキノロン系
抗菌剤
塩酸シプロフロ
キサシン
ノルフロキサシン
トスフロキサシン
トシル酸塩水和物

ニューキノロン系
抗菌剤の作用が減
弱するおそれがあ
る。同時服用を避
け、併用する場合
には、2時間以上あ
けるなど注意する。

カルシウムイオン
はキレート化によ
りニューキノロン
系抗菌剤の吸収を
阻害し、血中濃度
を低下させる。

4．副作用
本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる
調査を実施していない。

頻 度 不 明

長 期 投 与 高カルシウム血症、結石症

消 化 器 便 秘

5．高齢者への投与
一般に高齢者では生理機能が低下しているので減量する
など注意すること。

【有効成分に関する理化学的知見】
1．一般名：乳酸カルシウム水和物

（Calcium Lactate Hydrate）
2．化学名： Monocalcium bis［（2RS ）-2-hydroxypropanoate］

pentahydrate
3．分子式：C6H10CaO 6・5H2O
4．分子量：308.29
5．構造式：

【包 装】
500

【主要文献】
第十六改正日本薬局方解説書，廣川書店（2011）

【文献請求先】
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2 及び鏡像異性体

CALCIUM  LACTATE  HYDRATE

日興製薬株式会社　品質管理部

〒501-6312　岐阜県羽島市上中町一色467-1
TEL．058-398-2576

1gg

g

g

※

g

※

2013年 12 月　改訂（第2版）

2012年 12 月　作成
日本標準商品分類番号 

873211 

承 認 番 号 16000AMZ02227 

薬 価 収 載 1985 年 7月 

販 売 開 始 1985 年 7月 

再評価結果 1986 年12月  

※

  

製造販売元 

日興製薬株式会社 
岐阜県羽島市江吉良町1593 

※

※


